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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両のエンジンルーム内に設置された車載装置に用いられるカバー部材であって、
　裏面が前記車載装置に対向するように配置されるカバー本体と、
　前記カバー本体の表面に形成された凹部を覆うように形成されたステッカ本体、及び該
ステッカ本体の裏面側に設けられ且つ前記ステッカ本体を前記カバー本体に接着させるた
めの接着層を有するステッカと、
　前記凹部内を外部に連通させる連通路と、を備えることを特徴とするカバー部材。
【請求項２】
　前記連通路は、前記凹部内と前記カバー本体の表面側に位置する空間とが連通するよう
に構成されていることを特徴とする請求項１に記載のカバー部材。
【請求項３】
　前記接着層は、前記ステッカ本体の裏面の一部分に設けられており、
　前記連通路は、前記カバー本体の表面と前記ステッカ本体の裏面との間に形成された空
間を含むことを特徴とする請求項２に記載のカバー部材。
【請求項４】
　前記接着層は、前記ステッカ本体の裏面において該ステッカ本体の周縁の一部に設けら
れていることを特徴とする請求項３に記載のカバー部材。
【請求項５】
　前記車載装置は、エンジンであることを特徴とする請求項１～請求項４のうち何れか一
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項に記載のカバー部材。
【請求項６】
　前記ステッカの前記ステッカ本体の裏面には、金属膜が成膜され、
　前記ステッカ本体の裏面側には、前記金属膜の腐食を抑制するための腐食抑制層が設け
られており、
　前記接着層は、前記腐食抑制層においてカバー本体と対向する面に設けられていること
を特徴とする請求項４に記載のカバー部材。
【請求項７】
　前記カバー本体において前記ステッカの取り付け位置には、位置決め用の凹部が形成さ
れ、該位置決め用の凹部の底面に、前記凹部が形成されていることを特徴とする請求項６
に記載のカバー部材。
【請求項８】
　前記凹部は、第１の図柄を模した形状に形成されており、
　前記ステッカは、その表面側から第２の図柄を視認可能に形成されていることを特徴と
する請求項２～請求項４、請求項６及び請求項７のうち何れか一項に記載のカバー部材。
【請求項９】
　車両のエンジンルーム内に設置された車載装置に設けられたカバー部材の表面に、該表
面に形成された凹部を覆うように貼付けられるステッカであって、
　板状をなすステッカ本体と、
　前記ステッカ本体の裏面側に設けられ且つ該ステッカ本体を前記カバー部材に接着させ
るための接着層と、を備え、
　前記接着層は、前記凹部全体を覆わないように設けられるとともに、前記ステッカ本体
の周縁の一部のみに設けられていることを特徴とするステッカ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エンジンなどの車載装置を保護するためのカバー部材、及び該カバー部材に
貼付けられるステッカに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　車両のエンジンルーム内には、エンジンなどの車載装置が設置されている。こうした車
載装置には、該装置で発生した騒音を吸音したり、装置を保護したりするためのカバー部
材が設けられている。例えば、特許文献１には、車載装置の一例としてのエンジンを保護
するカバー部材が開示されている。
【０００３】
　カバー部材は、ユーザが車両のボンネットを開放してエンジンルーム内を覗いた場合に
、当該ユーザに視認できる位置に配置されている。そのため、ユーザが視認できる表面に
種々のデザインを施した意匠性を有するカバー部材が、車両に搭載されるようになってい
る。こうしたカバー部材に施されるデザインは、一般的に、カバー部材の表面から浮き上
がらせるように凸状に形成されている。また、近年では、凸状をなす部分に着色を施すこ
とにより、意匠性の向上を図ったカバー部材も知られている。なお、カバー部材に施され
るデザインとしては、例えば、車両の製造元を表現するロゴ、搭載する技術名称を表すた
めの文字などが挙げられる。
【０００４】
　ところで、カバー部材自体の形状は同一であるものの、表面に施すデザインが異なる場
合には、カバー部材自体を別途製造する必要がある。この場合、カバー部材の製造に用い
る型枠を多数用意する必要が生じ、カバー部材の製造コストが高くなってしまう。
【０００５】
　そこで、近年では、製造コストの高コスト化を抑制しつつ、表面に施すデザインの異な
る複数種類のカバー部材を製造する方法が考えられている。すなわち、この方法では、表
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面に第１のデザインを模した凹部（以下、「意匠凹部」ともいう。）が形成されたカバー
部材が、製造される。そして、第１のデザインとは異なる第２のデザインを表面に施した
カバー部材を製造する場合には、図８（ａ）に示すように、カバー部材１００の表面に、
第２のデザインを施したステッカ１１０が貼付けられる。この際、ステッカ１１０は、カ
バー部材１００の表面に形成された意匠凹部１０１を覆い隠すように、カバー部材１００
に貼付けられる。その結果、複数の型枠を準備する必要がないため、表面に施されたデザ
インの異なる複数種類のカバー部材が、製造コストの高コスト化を抑制しつつ製造される
ようになる。
【０００６】
　なお、上記ステッカ１１０は、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタラート）で構成されるス
テッカ本体１１１と、該ステッカ本体１１１の裏面側に設けられる接着層１１２とを備え
ている。この接着層１１２は、ステッカ本体１１１の裏面全体に形成されるものであって
、例えば、両面テープで構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－２３０３１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、ステッカ１１０を貼付けたカバー部材１００を高温雰囲気内に設置して耐熱
評価を行った場合には、以下に示す問題が発生した。すなわち、耐熱評価を開始してから
ある程度の時間が経過した時点で、図８（ｂ）に示すように、ステッカ１１０において凹
部１０１に対向する部分が、凹部１０１側に凹んでしまった。
【０００９】
　上記耐熱評価でステッカ本体１１１に凹みが発生するということは、当該カバー部材１
００を搭載した車両でもステッカ本体１１１に凹みが生じ得ることを意味している。もし
仮に、ステッカ１１０が凹むという現象が、ユーザの所有する車両で発生したとすると、
カバー部材１００の意匠性が低下し、ひいてはユーザに不快感を与えてしまうおそれがあ
る。
【００１０】
　なお、こうした問題は、エンジン用のカバー部材に限らず、エンジンルーム内に設置さ
れるエンジン以外の他の車載装置用のカバー部材であっても同様に発生し得る。
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものである。その目的は、意匠性を有する
カバー部材において、その意匠性をさらに向上させることができるカバー部材及びステッ
カを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、カバー部材にかかる請求項１に記載の発明は、車両のエン
ジンルーム内に設置された車載装置に用いられるカバー部材であって、裏面が前記車載装
置に対向するように配置されるカバー本体と、前記カバー本体の表面に形成された凹部を
覆うように形成されたステッカ本体、及び該ステッカ本体の裏面側に設けられ且つ前記ス
テッカ本体を前記カバー本体に接着させるための接着層を有するステッカと、前記凹部内
を外部に連通させる連通路と、を備えることを要旨とする。
【００１２】
　凹部を覆うようにカバー本体に取り付けられるステッカに凹みが生じるということは、
凹部内が外部よりも低圧になることが原因であると考えられる。そこで、本発明のカバー
部材には、凹部内を外部に連通させるための連通路が設けられている。そのため、カバー
本体の表面に凹部を覆うようにステッカが設けられたとしても、凹部内は連通路を介して
外部と連通しているため、凹部内が外部よりも低圧となることが抑制される。すなわち、
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カバー本体に設けられたステッカの一部に凹みが発生することが抑制される。したがって
、ステッカがカバー本体に設けられることにより、意匠性を有するカバー部材の意匠性を
、さらに向上させることができる。
【００１３】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のカバー部材において、前記連通路は、前記
凹部内と前記カバー本体の表面側に位置する空間とが連通するように構成されていること
を要旨とする。
【００１４】
　上記構成によれば、凹部内は、カバー部材を挟んで車載装置の反対側の空間と連通する
ようになる。この場合、凹部の底面に、該凹部内と外部とを連通させるための孔を、連通
路として設けなくてもよい。そのため、カバー部材の製造工程において、カバー本体に孔
を設けるための工程を設けなくてもよい。
【００１５】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載のカバー部材において、前記接着層は、前記
ステッカ本体の裏面の一部分に設けられており、前記連通路は、前記カバー本体の表面と
前記ステッカ本体の裏面との間に形成された空間を含むことを要旨とする。
【００１６】
　上記構成によれば、接着層の形状を工夫することにより、連通路を形成することができ
る。つまり、カバー本体に形成される凹部の形状に関係なく、凹部内を、連通路を介して
外部と連通させることができる。そのため、カバー本体に設けられたステッカの一部に凹
みが発生することを抑制することができる。
【００１７】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載のカバー部材において、前記接着層は、前記
ステッカ本体の裏面において該ステッカ本体の周縁の一部に設けられていることを要旨と
する。
【００１８】
　上記構成によれば、接着層と凹部内の気体との接触面積を狭くすることができる。接着
層を構成する材料が凹部内の気体を吸収していたと仮定した場合、接着層と凹部内の気体
との接触面積が狭くなる分、凹部内における圧力低下を抑制することができる。
【００１９】
　請求項５に記載の発明は、請求項１～請求項４のうち何れか一項に記載のカバー部材に
おいて、前記車載装置は、エンジンであることを要旨とする。
　車両のエンジンは発熱源でもある。こうしたエンジンの近傍に配置されるカバー部材は
高温となりやすい。もし仮に凹部を囲む部材（例えば、接着層）を構成する材料が凹部内
との気体と化学反応を起こすとすると、カバー部材が高温になるほど、化学反応が促進さ
れ、凹部内が減圧されやすくなる。しかし、本発明では、凹部内は連通路を介して外部と
連通している。したがって、こうした環境下であっても、凹部内を外部と連通路を介して
連通させることにより、ステッカの凹みの発生を抑制することができる。
【００２０】
　請求項６に記載の発明は、請求項４に記載のカバー部材において、前記ステッカの前記
ステッカ本体の裏面には、金属膜が成膜され、前記ステッカ本体の裏面側には、前記金属
膜の腐食を抑制するための腐食抑制層が設けられており、前記接着層は、前記腐食抑制層
においてカバー本体と対向する面に設けられていることを要旨とする。
【００２１】
　ステッカの裏面側には、連通路などを介して水分（液体又は水蒸気）が入る。そのため
、もし仮にステッカ本体の裏面側に成膜された金属膜が露出していたとすると、金属膜は
、連通路や凹部内に入った水分によって腐食される。すると、金属膜の少なくとも一部は
腐食によって変色し、ステッカを含むカバー部材の意匠性が低下してしまう。そこで、本
発明では、ステッカには、金属膜の腐食を抑制するための腐食抑制層が設けられている。
そのため、ステッカ本体に設けられた金属膜の腐食に起因した変色の発生を抑制でき、ひ
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いてはカバー部材に設けられたステッカの意匠性の低下を抑制することができる。
【００２２】
　請求項７に記載の発明は、請求項６に記載のカバー部材において、前記カバー本体にお
いて前記ステッカの取り付け位置には、位置決め用の凹部が形成され、該位置決め用の凹
部の底面に、前記凹部が形成されていることを要旨とする。
【００２３】
　上記構成によれば、ステッカの側壁と、位置決め用の凹部の側壁との間には、ステッカ
の公差を許容する程度の隙間が介在している。そして、この隙間は、外部から連通路内に
水などの液体が入ることを抑制する。したがって、ステッカ本体の裏面側に水などの液体
が入りにくい分、ステッカ本体に設けられた金属膜の腐食を抑制することができる。
【００２４】
　請求項８に記載の発明は、請求項２～請求項４、請求項６及び請求項７のうち何れか一
項に記載のカバー部材において、前記凹部は、第１の図柄を模した形状に形成されており
、前記ステッカは、その表面側から第２の図柄を視認可能に形成されていることを要旨と
する。
【００２５】
　上記構成によれば、カバー本体を、ステッカを取り付けないカバー部材としても利用す
ることができる。
　一方、ステッカにかかる請求項９に記載の発明は、車両のエンジンルーム内に設置され
た車載装置に設けられたカバー部材の表面に、該表面に形成された凹部を覆うように貼付
けられるステッカであって、板状をなすステッカ本体と、前記ステッカ本体の裏面側に設
けられ且つ該ステッカ本体を前記カバー部材に接着させるための接着層と、を備え、前記
接着層は、前記凹部全体を覆わないように設けられるとともに、前記ステッカ本体の周縁
の一部のみに設けられていることを要旨とする。
【００２６】
　上記構成によれば、カバー部材の表面に形成された凹部を覆うようにステッカが貼付け
られる。すると、カバー部材の表面とステッカ本体の裏面との間には、凹部内を外部と連
通させるための空間が形成される。すなわち、カバー部材の表面にステッカが貼付けられ
ても、凹部内は外部と連通しているため、凹部内が外部よりも低圧となることが抑制され
る。すなわち、カバー本体に設けられたステッカの一部に凹みが発生することが抑制され
る。したがって、凹みの発生しにくいステッカがカバー本体に設けられることにより、意
匠性を有するカバー部材の意匠性を、さらに向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明のカバー部材の一実施形態を説明する模式図。
【図２】カバー部材の要部を示す平面図。
【図３】ステッカが貼られたカバー部材の要部を説明する平面図。
【図４】図３の４－４線矢視断面図。
【図５】図３の５－５線矢視断面図。
【図６】別の実施形態のステッカを説明する平面図。
【図７】（ａ）は別の実施形態のカバー本体の要部を説明する平面図、（ｂ）は図７（ａ
）に示すカバー本体にステッカを貼付けた様子を模式的に示す断面図。
【図８】（ａ）（ｂ）は従来のカバー部材を模式的に説明する断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明を具体化した一実施形態を図１～図５に従って説明する。
　車両のエンジンルーム内には、図１に示すように、車載装置の一例としてのエンジン１
０が設置されている。このエンジン１０の上方には、該エンジン１０で発生した騒音の吸
音及びエンジン１０の保護を目的としてカバー部材２０（「エンジンカバー」ともいう。
）が設けられている。
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【００２９】
　このカバー部材２０は、合成樹脂で構成されるカバー本体２１を備えている。このカバ
ー本体２１は、裏面２２がエンジン１０に対向するように配置されている。そして、カバ
ー本体２１の表面２３は、図示しないボンネットを開放した場合にユーザから視認される
ようになっている。
【００３０】
　こうしたカバー本体２１の表面２３には、図２に示すように、平面視略矩形状をなす位
置決め用の凹部２４が形成されている。この位置決め用の凹部２４の底面２４ａにおける
中央には、第１の図柄を模した形状の意匠凹部２５が形成されている。本実施形態では、
意匠凹部２５は、アルファベットの「ＢＢＢＢ」を模した形状となっている。こうした意
匠凹部２５が、凹部に相当する。
【００３１】
　また、位置決め用の凹部２４の底面２４ａには、図３に示すように、意匠凹部２５を覆
うようにステッカ３０が貼付けられる。そのため、カバー本体２１にステッカ３０が貼付
けられた場合には、意匠凹部２５を外部から視認することはできない。また、位置決め用
の凹部２４の底面２４ａに貼付けられたステッカ３０の周壁と位置決め用の凹部２４の側
壁との間には、ステッカ３０の寸法公差を許容できる程度の隙間が介在している。
【００３２】
　次に、ステッカ３０について、図４及び図５を参照して説明する。
　ステッカ３０は、図４及び図５に示すように、板状をなす略長方形状のステッカ本体３
１を備えている。このステッカ本体３１は合成樹脂性であり、合成樹脂としては、例えば
、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタラート）が挙げられる。ＰＥＴで構成されたステッカ本
体３１は透明である。こうしたステッカ本体３１の表面３２（図４及び図５では上面）に
は、第２の図柄（本実施形態では、アルファベットの「ＡＡＡＡ」を模した図柄）が形成
されている。ステッカ本体３１の裏面３３（図４及び図５では下面）には金属膜３４が成
膜されている。この金属膜３４としては、例えば、アルミニウムを含む膜が挙げられる。
本実施形態では、ステッカ本体３１は透明な板材であるため、ステッカ３０の表面側から
は、ステッカ本体３１の裏面３３に設けられた金属膜３４を視認可能である。
【００３３】
　また、ステッカ本体３１の裏面側には、金属膜３４の腐食を抑制するための合成樹脂製
の腐食抑制層３５が設けられている。この腐食抑制層３５を構成する合成樹脂としては、
例えば、ＰＥＴが挙げられる。こうした腐食抑制層３５と金属膜３４との間には、金属膜
３４に腐食抑制層３５を接合させるための接合層３６が設けられている。この接合層３６
は、例えば、両面テープで構成される。
【００３４】
　また、腐食抑制層３５の裏面側には、ステッカ本体３１をカバー本体２１に接着させる
ための接着層３７が設けられている。接着層３７は、腐食抑制層３５においてカバー本体
２１の意匠凹部２５に対向しない位置に配置されている。本実施形態において、接着層３
７は、ステッカ３０の短手方向（図４では左右方向）における両縁に、ステッカ３０の長
手方向（図４では紙面に直交する方向）に沿って延びるように形成されている。すなわち
、接着層３７は、ステッカ本体３１の裏面３３側において、ステッカ本体３１の周縁の一
部に設けられている。なお、接着層３７の厚み寸法は、意匠凹部２５の深さ寸法よりも十
分に小さい。
【００３５】
　そのため、意匠凹部２５内は、位置決め用の凹部２４の底面２４ａ、腐食抑制層３５の
裏面３５ａ及び接着層３７の側面３７ａによって囲まれた連通路３８を介して、エンジン
ルーム内においてカバー部材２０よりも上方の空間、即ちカバー部材２０の表面側の空間
と連通している。つまり、カバー本体２１の表面２３とステッカ本体３１の裏面３３との
間に形成された空間により、連通路３８が構成される。こうした連通路３８を設けた結果
、意匠凹部２５内の圧力は、エンジンルーム内の圧力、即ち大気圧と同程度の圧力で維持
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される。
【００３６】
　次に、エンジン１０の駆動時でのカバー部材２０の作用について説明する。
　エンジン１０が駆動し始めると、該エンジン１０は発熱源となる。こうしたエンジン１
０で発生した熱は、エンジン１０の近傍に配置されるカバー部材２０にも伝達される。そ
の結果、カバー部材２０を構成するカバー本体２１やステッカ３０の温度が上昇し始める
。すると、カバー本体２１の意匠凹部２５内の圧力は減圧傾向となる。推測では、意匠凹
部２５内の空気（気体）の一部がステッカ３０を構成する接着層３７に吸収されるためと
考えられる。より具体的には、接着層３７を構成する材料が意匠凹部２５内の空気の一部
と化学反応を起こしている可能性がある。この場合、意匠凹部２５内の気体の温度や接着
層３７の温度が高いほど、化学反応は起こりやすくなる。
【００３７】
　しかし、本実施形態では、意匠凹部２５内は、連通路３８を介して外部（大気）と連通
している。そのため、意匠凹部２５内の空気の一部が接着層３７などに吸収されたとして
も、図５の破線矢印に示すように、意匠凹部２５内には連通路３８を介して空気が流入し
、意匠凹部２５内の圧力は外部の圧力と同程度で維持される。その結果、ステッカ３０に
おいて意匠凹部２５に対応する部分は、意匠凹部２５側に凹まない。すなわち、意匠凹部
２５内の圧力とステッカ３０の表面側の空間の圧力との差圧に基づくステッカ３０の凹み
の発生が抑制される。
【００３８】
　また、車両の洗車時などにおいては、カバー部材２０に洗浄水を直接放水し、該カバー
部材２０も洗浄されることがある。こうした場合には、連通路３８を介して意匠凹部２５
内に洗浄水が入るおそれがある。こうした洗浄水を意匠凹部２５外に排出する構成をカバ
ー部材２０は有していないため、意匠凹部２５内には洗浄水が長期間保持される。ここで
、もし仮にステッカ３０の金属膜３４を保護するための腐食抑制層３５を設けなかったと
すると、金属膜３４を構成する金属が意匠凹部２５内の洗浄水によって腐食される。する
と、金属膜３４の少なくとも一部が腐食によって変色し、ステッカ３０の意匠性が低下す
る。しかし、本実施形態のステッカ３０には、金属膜３４を保護するための腐食抑制層３
５が設けられている。そのため、金属膜３４を構成する金属の腐食が抑制される。そのた
め、金属膜３４の腐食に起因した変色が抑制される分、カバー部材２０に貼付けられたス
テッカ３０の意匠性の低下が抑制される。
【００３９】
　したがって、本実施形態では、以下に示す効果を得ることができる。
　（１）カバー部材２０には、カバー本体２１の意匠凹部２５内を外部に連通させるため
の連通路３８が設けられている。そのため、意匠凹部２５内が外部よりも低圧となること
を抑制できる。つまり、カバー本体２１の表面２３に貼付けられたステッカ３０の一部に
凹みが発生することを抑制できる。したがって、意匠性を有するカバー本体２１にステッ
カ３０を貼付けることにより、カバー部材２０の意匠性を、さらに向上させることができ
る。
【００４０】
　（２）意匠凹部２５内は、カバー部材２０を挟んでエンジン１０の反対側の空間と連通
している。この場合、意匠凹部２５の底面に、該意匠凹部２５内と外部とを連通させるた
めの孔を連通路として設けなくてもよい。そのため、カバー部材２０の製造工程において
、カバー本体２１に孔を設けるための工程を設けなくてもよい。
【００４１】
　（３）また、意匠凹部２５の底面に、該意匠凹部２５内と外部とを連通させるための孔
を設けないため、ステッカ３０を貼付けていないカバー本体２１を、カバー部材として利
用することができる。すなわち、一種類のカバー本体２１にステッカ３０を貼付けるか否
かによって、二種類以上のカバー部材を用意することができる。
【００４２】
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　（４）連通路３８は、ステッカ３０の接着層３７の形状を工夫することにより形成され
る。つまり、カバー本体２１に形成される意匠凹部２５の形状に関係なく、意匠凹部２５
内を、連通路３８を介して外部と連通させることができる。
【００４３】
　（５）車両のエンジン１０は発熱源でもある。こうしたエンジン１０の近傍に配置され
るカバー部材２０は高温となりやすく、該カバー本体２１に形成された意匠凹部２５内が
減圧されやすい。こうした環境下であっても、意匠凹部２５内を外部と連通路３８を介し
て連通させることにより、ステッカ３０の一部に凹みが発生することを抑制できる。
【００４４】
　（６）本実施形態のステッカ３０は、金属膜３４の腐食を抑制するための腐食抑制層３
５を備えている。そのため、意匠凹部２５内に入った水分に基づく金属膜３４の腐食を抑
制することができる。したがって、金属膜３４の腐食に伴う変色を抑制でき、ステッカ３
０を含むカバー部材２０の意匠性の低下を抑制することができる。
【００４５】
　（７）本実施形態では、ステッカ３０は、位置決め用の凹部２４の底面２４ａに貼付け
られる。この際、ステッカ３０の周壁と、位置決め用の凹部２４の側壁との間には、ステ
ッカ３０の寸法公差を許容する程度の隙間が介在している。こうした隙間は狭くなってお
り、該隙間を介して外部から連通路３８内に水分が入ることが抑制される。したがって、
意匠凹部２５内に水分が入りにくい分、ステッカ３０の金属膜３４の腐食に起因した変色
の発生を抑制することができる。
【００４６】
　なお、実施形態は以下のような別の実施形態に変更してもよい。
　・実施形態において、カバー本体２１には位置決め用の凹部２４を設けなくてもよい。
この場合、位置決め用の凹部２４を設ける場合と比較して、連通路３８を介して意匠凹部
２５内に外部から水分が入りやすくなる。しかし、ステッカ３０の裏面側には、金属膜３
４の腐食を抑制するための腐食抑制層３５が設けられているため、ステッカ３０の金属膜
３４の腐食を抑制することができる。
【００４７】
　・実施形態において、ステッカ３０のステッカ本体３１は、非透明な板材であってもよ
い。この場合、ステッカ本体３１の裏面側には、金属膜３４を設けなくてもよい。また、
ステッカ本体３１が水分によって腐食することがないのであれば、腐食抑制層３５も設け
なくてもよい。
【００４８】
　・実施形態において、ステッカ３０のステッカ本体３１の表面側には、ステッカ本体３
１全体を着色するための処理を施してもよい。この場合、ステッカ本体３１の裏面側には
、金属膜３４及び腐食抑制層３５を設けなくてもよい。
【００４９】
　・実施形態において、接着層３７を、ステッカ３０の長手方向における両縁のうち何れ
か一方にも設けてもよい。
　・実施形態において、接着層３７を、図６に示すように、ステッカ３０の周縁に沿って
、一定間隔に配置してもよい。
【００５０】
　・実施形態において、意匠凹部２５内を外部と連通させるための連通路が形成されるの
であれば、ステッカ３０の裏面において意匠凹部２５と対向する部分の一部に、接着層３
７を設けてもよい。
【００５１】
　・実施形態において、ステッカ３０の裏面全体に接着層３７を設けてもよい。この場合
、図７（ａ）（ｂ）に示すように、カバー本体２１に、意匠凹部２５と連続する溝部４０
を設けてもよい。この場合、溝部４０が連通路として機能する。
【００５２】
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　・実施形態において、ステッカ３０が覆う凹部は、第１の図柄を模した凹部ではなくて
もよい。例えば、凹部は、カバー本体２１を形成する際にできてしまった凹部であっても
よい。この場合、ステッカ３０は、カバー本体２１の凹部を覆い隠すために、カバー本体
２１に貼付けられる。こうした凹部を外部と連通させるための連通路は、凹部の底面から
カバー本体２１の裏面２２に貫通する貫通孔であってもよい。そして、カバー本体２１に
貫通孔を設けた場合、ステッカ３０の裏面全体に接着層３７を設けてもよい。
【００５３】
　・実施形態において、接着層３７は、両面テープではなく、接着剤によって構成される
層であってもよい。
　・実施形態において、カバー本体２１は、合成樹脂以外の他の任意の材料（例えば、ス
テンレス）で構成されたものであってもよい。
【００５４】
　・実施形態において、車載装置は、エンジンルーム内に設置される装置であればエンジ
ン１０以外の他の任意の装置（例えば、バッテリ）であってもよい。
【符号の説明】
【００５５】
　１０…車載装置の一例としてのエンジン、２０…カバー部材、２１…カバー本体、２２
…裏面、２３…表面、２４…位置決め用の凹部、２４ａ…底面、２５…凹部の一例として
の意匠凹部、３０…ステッカ、３１…ステッカ本体、３４…金属膜、３５…腐食抑制層、
３７…接着層、３８…連通路、４０…連通路の一例としての溝部。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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